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2 P-39　　　　 兵庫県南部児童の郷土食摂取の実態と教材化

○荒木巍穂（兵庫教育大・院）、小郷友美。

加須屋公仁子、中村紀子、長石啓子（兵庫教育大）

目的　　 郷土食はそれぞれの地域の特性を背景に、健康な食生活をめざす先人の知恵に

よって形成された食文化である。そこで､ 食生活における文化の伝承とい う価値を前提に、

郷土食を家庭科学習へ位置づけることをを指向している。本研究では、児童の郷土食摂取

の実態を把握し、それと、既に把握している広島県の結果をもとに、郷土食を現代の食生

活に取り入れやすい形にすることを目的とする。

方法　　調査地点は、『日本の食生活全集28 －聞き書　兵庫の食事』に基づき、兵庫県

南部の瀬戸内沿岸と淡路の２地域を選定､瀬戸内沿岸では姫路市と加古川市から各々1 校、

淡路では津名町から１校を調査校とした。調査対象は、小学５ ・ ６年生、調査時期は、平

成12 年12 月、調査方法は質問紙法を用いた。調査料理の選定は、①郷土食は『聞き書

兵庫の食事』から各地域を代表する郷土食35 品目を抽出し、②郷土食の対照群としての

現代食は足立己幸編『食生活論』から現代の子どもたちの好きな料理30 品目を抽出した。

調査項目の内容は、郷土食、現代食の各品目について①摂取の有無、②摂取回数、③入手

方法、④嗜好の度合いの四項目を尋ねた。結果は統計処理した。

結果と考察　　 現代食では、広島県等の地域と同様に、殆どの料理を100% に近い児童

が“摂取経験あり”と答えている。郷土食については、品s 、地域、家族状況によりかな

り差が見られる。その中で、今回注目したものの一つぱ いぎず である。広島県の瀬戸

内沿岸島しょでも食べられていが、今回淡路で多く食べられていることが分かった。愛媛

県の小学生がいぎすどうふで作文コンクールに文部大臣奨励賞を受賞していることもあ

り、地域によって異なる調理法を分析・考察して教材化を試みた。

2 Ｐ-40　　　　柿渋による染色布の色彩と特性

新林直子＊　○宮本栞¨

（＊比治山大短大　＊＊広島大）

目的　柿渋染めはアジアの伝統工芸染織であり、その染色方法は、布や紙を柿渋液に浸
漬した後、日光に当てて発色させるという簡便なものである。柿渋染めには防水性と防腐

性があるので、従来、衣服、傘、釣り糸などに使われた。このように、柿渋染めに関する
民族学的な先行研究1)は見られるが、色彩と特性に関する測定例は見当たらない。そこで、

本研究では、柿渋を用いて種々繊維の試験布を染色し、その染色布の色の測定及び性能試
験を行って、柿渋染めの特徴を見出すことを目的とする。

方法　市販の柿渋カラーの溶液に試験布（綿、麻、レーヨン、絹、ナイロン、ポリエス
テル）を浸潰した後、種々条件の加熱（30 °C、70 （C 、100 °C）と露光（日光暴露、カー

ボンアーク灯光照射）を行い、得られた染色布のCIE　Lab を色差計により測定して
色彩の変化を調べた。また、染色した綿布の力学的性質と防水性について測定を行い、露

光時間による柿渋染めの防水性、力学的性質の変化を調べた。
結果　露光時間の経過に伴い、染色布の色は濃くなり、赤みと黄みが増す傾向が認めら
れた。このような現象は加熱よりも紫外線照射による影響の方が大きくあらわれた。中で

も綿、麻、レーヨンが濃く鮮やかに染色された。スプレーテスター法により調べた綿の柿
渋染めの防水性は、染色されていない白布より大きく、露光時間の経過につれて増大した。

引張り強度も染色されていない白布より大きいが、露光時間の経過に伴って減少した。柿
渋染めの曲げかたさは白布より大きく、露光時間が経過するにつれてそのかたさは減少す

る傾向が認められた。1 ）李善愛：済州島の柿渋染め、繊消誌、39、34-39（1998）
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